



























































































































































































第二に、本論文は主要な史料として、ロンドンの TheBritish Museumおよび News
Paper Library所蔵のコールド・コースト植民地政府関連の年報・官報や、各種の植民地新
聞を活用している。特に、アフリカ人エリート層の意識を解明する上で不可欠と思われる
英文の植民地新聞に関しては、『メソジスト・タイムズ』紙をはじめとする主要な8紙を参
照しており、現地人エリートの揺れ動く意識を捉えることに成功している。
第三に、本論文の中心をなす第3章・ 4章では、英領ゴールド・コーストの二人の代表
的アフリカ人エリート、ジョージ・ファーガソンとアットー=アフマの意識が検討されて
いる。両者の言動と意識に関する分析は、一次史料を含む出版史料集からの引用を含めで
現時点で収集しうる最大限の史料を対象としており、その分析は的確である。従来の研究
では対照的な評価が与えられてきた両者の交錯とナショナリストとしての共通性を描こう
とする視点は評価できる。この両者の植民地観に「アフリカ独自の近代」創出への歴史的
な胎動を読みとり、それを基調とした二十世紀のアフリカ史の記述に踏み込んでいる。
このように、本論文は、アフリカ分割期のアフリカ史解釈に、アフリカ地域研究の視点、
から新たな展望を切り開くものと評価できる。
しかし、事例研究としてまったく問題がないわけではない。
第一に、精密な分析がなされているとはいえ、二人の代表的なアフリカ人エリートに限
定された事例研究で、当時のアフリカ人エリート層の意識構造をどこまで代表させること
ができるのかという問題が残る。特に、十九世紀末の時期に関しては、アットー=アフマ
以外にも、ケイスリー=へイフォードに代表される、西アフリカ規模で民族運動を考える
新たな現地人エリート層が現れてきた。今後は、そうしたアフリカ・ナショナリズムの地
域的な広がりと連帯もさらに考慮する必要があろう。また、世紀転換期以降の二十世記史
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を描くには、アフリカ人「エリート層」概念の明確化と普遍性、ゴールド・コーストの特
殊性と他のアフリカ諸地域との関係性なども検討する余地がある。
第二に、本論文は、アフリカ地域研究と、イギリス帝国主義論あるいはイギリス帝国史
研究を接合する研究の新たな可能性を提示している。その際に、西アフリカあるいはゴー
ルド・コースト固有の地域性、地域独自の歴史的発展と、キリスト教や英語教育の普及に
代表される「ウエスタン・インパクト」との重なり、両者の相互作用が現地社会に及ぼし
た影響の解明が重要となる。イギリス帝国主義研究では、R.ロビンソンの研究以来、現地
社会エリート層に着目した「周辺・協力理論」が影響力を持っている。本論文は、「協力者
(コラボレーター)Jの具体像を示すことにより、周辺・協力理論を精織化した点は、イギ
リス帝国史研究に対する大きな貢献である。しかし、世紀末の「間接統治」体制の移行と
植民地エリート層との関係など、イギリス植民地体制の再編に関する諸研究との接合など、
将来的にはさらにイギリス帝国主義・帝国史の研究成果も取り込んで議論を組み立てる必
要があろう。
II. 審査結果
以上のような将来の検討課題は指摘できるものの、それにより本論文の価値が大きく損
なわれるわけではない。
本審査委員会は、本論文がアフリカ地域研究に関する内外の研究を踏まえた上で、独自
の問題意識による課題を実証的に解明した力作であり、アフリカ分割期のアフリカ史理解
を深めるのに寄与したこと、および最終試験の結果を踏まえて、本論文は博士(学術)の
学位を授与するに値する研究であるとの結論に達した。
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